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　少しだけ大きなランドセルと黄色い帽子を身に
着けたピッカピカの新一年生。4 月 7 日（木）、
町内各小学校で入学式が開催された。
　ちょっぴり緊張しながらも、式では「はい！」

「ありがとうございます！」と元気いっぱい。新た
な門出を迎えた児童たちは、これからの学校生活
にドキドキわくわくの表情を見せていた。
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平
成
28
年
度

当
初
予
算

　

平
成
28
年
度
の
当
初
予
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
一
般
会

計
は
８９
億
５
、６
７
５
万
円
で
、
前
年
度
当
初
に
比
べ
て
１
、

９
５
４
万
円
の
増
額
（
０
・
２
％
増
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
町
の
人
口

な
ど
に
基
づ
い
て
国
か
ら

交
付
さ
れ
る
地
方
交
付

税
が
最
も
多
く
、
総
額

の
47
・
４
％
を
占
め
る

42
億
４
、０
０
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
ほ
か

国
・
県
支
出
金
や
町
債
を

合
わ
せ
た
依
存
財
源
は

72
億
６
、５
９
４
万
円
と

な
り
、
予
算
全
体
の
81
・

１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
皆
さ
ん
に
納
め

て
い
た
だ
く
町
税
は

12
億
８
、
３
９
５
万
円

で
、
総
額
の
14
・
３
％

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

他
の
分
担
金
や
使
用

料
・
手
数
料
な
ど
を
合

わ
せ
た
自
主
財
源
は

16
億
９
、０
８
１
万
円
と

な
り
、
予
算
全
体
の
18
・

９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳

　入

自
主
財
源

依
存
財
源

一般会計歳入

町税　12 億 8,395 万円（14.3%）

分担金・負担金　7,894 万円（0.9%）

使用料・手数料　6,727 万円（0.8%）

その他　2 億 6,065 万円（2.9%）

地方交付税　42 億 4,000 万円（47.4%）

国・県支出金　15 億 6,104 万円（17.4%）

町債　10 億 6,920 万円（11.9%）

地方消費税交付金　2 億 7,000 万円（3.0%）

地方譲与税　1 億 0,500 万円（1.2%）

その他交付金　2,070 万円（0.2%）

財産収入、繰入金
繰越金、諸収入
寄附金（ ）

【自主財源】
町が集める収入

【町税】
町民の皆さんが町に納める税金

【繰入金】
基金などの積立金から取り崩したお金、また
は他の会計から移動したお金

【分担金・負担金】
法令や契約に基づいて町に支払われるお金

【使用料・手数料】
町の施設の使用料や証明書などの交付手数料

【依存財源】
国や県などからの収入

【地方交付税】
所得税など国の税金の一部を、国が県や市町
村に交付する、使い道の指定がないお金

【国・県支出金】
国や県が市町村に交付する、国や県から委託
された事業や特定の工事のために使われる
お金

【町債】
町が国や銀行などから借り入れるお金

衛生費 消防費 農林水産業費 議会費 商工費 災害復旧費 その他

52,633 円
[ ＋ 1,550 円 ]

24,800 円
[ ＋ 2,036 円 ]

23,028 円
[ ＋ 1,921 円 ]

6,105 円
[ － 330 円 ]

4,065 円
[ － 248 円 ]

331 円
[+280 円 ]

285 円
[ ＋ 4 円 ]

ごみ処理や健康管
理のため 消防、防災のため 農林業振興のため 議会活動のため 商工業振興のため 災害復旧対策のため 労働費、諸支出金、

予備費

特
別
会
計

後期高齢者医療 歳入・歳出 4 億 1,923 万円
国民健康保険 歳入・歳出 27 億 4,503 万円
介護保険 歳入・歳出 22 億 2,849 万円
下水道事業 歳入・歳出 4 億 0,239 万円
農業集落排水処理施設事業 歳入・歳出 1 億 1,294 万円
簡易水道事業 歳入・歳出 1 億 5,409 万円
住宅用地造成事業等 歳入・歳出 416 万円
ケーブルテレビ事業 歳入・歳出 2,641 万円

企
業
会
計

病院事業

収益的収入 27 億 2,148 万円
収益的支出 29 億 4,043 万円
資本的収入 2 億 0,578 万円
資本的支出 4 億 2,555 万円

積立基金残高の推移

H23 H24 H25 H26 H27 H28
（当初見込み）

19 億

9,613 万円

23 億

4,395 万円

28 億

5,736 万円

30 億

8,105 万円

33 億

3,784 万円

34 億

49 万円

※ H23 ～ 27 年度については 3 月末現在の数値

35
40

（億円）

30
25
20
15
10
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歳
出
で
は
、
町
民
の

福
祉
充
実
の
た
め
の
民
生

費
が
24
億
９
、３
８
２
万

円
と
最
も
多
く
、
総
額
の

27
・
８
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
続
い
て
、
町
の
借
入

金
返
済
の
た
め
の
公
債
費

が
11
億
５
、３
４
１
万
円
で

12
・
９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
道
路
整
備
、
都
市

計
画
、
除
雪
な
ど
の
た
め
の

歳

　出

一般会計歳出

民生費　24 億 9,382 万円（27.8%）

消防費　4 億 4,980 万円（5.0%）

総務費　11 億 0,533 万円（12.3%）

商工費　7,372 万円（0.8%）

町民 1 人当たりに使われるお金 民生費 総務費 公債費 教育費 土木費

２8 年度
[ 前年比 ]

493,839 円
[ ＋ 8,569 円 ]

137,499 円
[+657 円 ]

60,943 円
[ － 4,295 円 ]

63,594 円
[ － 928 円 ]

58,204 円
[ － 3,284 円 ]

62,352 円
[ ＋ 11,207 円 ]

町民福祉のため 庁舎管理、広報発
行などのため

政府などから借り入れ
た資金の返済のため 教育振興のため 道路の建設・都市

計画などのため

平成 28 年度当初予算

土
木
費
が
11
億
３
、０
８
７
万

円
、
町
の
財
政
や
企
画
な
ど
を

行
う
総
務
費
が
11
億
５
３
３
万

円
、
教
育
と
文
化
の
か
お
る

町
づ
く
り
の
た
め
の
教
育
費

が
10
億
５
、５
６
４
万
円
、
以

下
、
健
康
づ
く
り
や
ご
み
収

集
な
ど
の
た
め
の
衛
生
費
が

９
億
５
、４
６
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

公債費　11 億 5,341 万円（12.9%）

農林水産費　4億1,765万円（4.7%）

教育費　10 億 5,564 万円（11.8%）

災害復旧費　601 万円（0.1%）

土木費　11 億 3,087 万円（12.6%）

議会費　1 億 1,073 万円（1.2%）

衛生費　9 億 5,460 万円（10.7%）

その他　517 万円（0.1%）

1世帯当たりでは1,270,101円
前年比　－1,195円〔 　 〕

※「町民 1 人（1 世帯）あたりに使わ
れるお金」＝「一般会計歳出予算額」
÷「平成 28 年 4 月 1 日現在の町の人
口（世帯数）」

一般会計の主な事業
総務費
★庁舎駐車場ライン設置事業 185 万円
住宅用太陽光発電システム設置補助事業 480 万円
コミュニティバス運行事業 3,978 万円
過疎地域自立促進特別事業基金積立事業 6,019 万円
韓国沃川郡中学生派遣研修事業等 536 万円
地域おこし協力隊事業 989 万円
★地方創生総合戦略事業（青年就農ステップアップ支援事業） 100 万円
★地方創生総合戦略事業（まちの駅整備促進事業） 201 万円
★地方創生総合戦略事業（観光振興整備事業） 502 万円
★地方創生総合戦略事業（ご当地カード整備事業） 205 万円
民生費
重度心身障がい者医療費給付事業 4,831 万円
自立支援医療費（更生）給付事業 2,539 万円
障がい者自立支援給付事業 3 億 8,066 万円
障がい児通所給付事業 3,820 万円
臨時福祉給付金（簡素な給付措置）事業 2,994 万円
ひとり親家庭等医療費給付事業 1,639 万円
放課後児童クラブ運営事業 2,893 万円
子どものための教育・保育給付事業（旧保育所運営事業）

（保護者負担金 50％軽減、★第２子保育料無料化） 5 億 2,188 万円
衛生費
各種検診・予防接種事業 8,601 万円
乳幼児医療費給付事業 3,761 万円
農林水産業費
青年就農給付金事業 3,039 万円
経営体育成支援事業 676 万円
農道保全対策事業 4,544 万円
★かんがい排水事業 253 万円
★経営体育成基盤整備事業 335 万円
★一般農道整備事業 528 万円
★五戸地区中山間地域総合整備事業 734 万円
鳥獣被害対策事業 260 万円
土木費
町道整備事業 2 億 9,971 万円
除雪対策事業 7,090 万円
除雪機械購入事業 3,248 万円
橋梁補修事業 1 億 3,041 万円
町営住宅建設事業 1 億 9,388 万円
消防費
消防団運営事業 5,018 万円
消防自動車購入事業 2,023 万円
五戸消防署整備事業 7,690 万円
教育費
教育資金貸付事業 3,420 万円
★高校生海外研修支援事業 150 万円
語学指導外国青年招致事業（3 名） 1,713 万円
スクールバス運行事業 5,733 万円
★中学校学習環境整備用備品更新事業 799 万円
幼稚園就園奨励費事業（★第 2 子入園料無料化） 1,803 万円
歴史民俗資料保存展示施設設置準備事業 15,734 万円
学校給食地場産物活用推進事業 300 万円
★印は、新規事業
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　私たちの日常生活から出る生活排水。それは川、湖沼、海などの汚れの大きな原因になっています。町では、生活排水対策
に積極的に参加してもらうため、公共下水道整備と浄化槽設置を推進しています。

問役場建設課　☎ 62 － 2111 内線 245・246

　

五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業
は
、

平
成
27
年
度
で
整
備
さ
れ
た
区
域

に
つ
い
て
、
４
月
１
日
か
ら
下
水

道
の
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

供
用
開
始
区
域
は
「
受
益
者
負

担
金
賦
課
区
域
」
と
な
り
、
区
域

内
の
土
地
の
所
有
者
や
権
利
者
に

は
、
下
水
道
の
受
益
者
と
し
て
負

担
金
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
地

域
内
の
す
べ
て
の
土
地
が
、
受
益

　

下
水
道
の
施
設
は
、
道
路
や
公

園
の
よ
う
に
誰
も
が
利
用
で
き
る

も
の
で
は
な
く
、
処
理
区
域
と
い

う
限
ら
れ
た
地
域
の
人
し
か
利
用

で
き
ま
せ
ん
。

　

下
水
道
建
設
費
の
う
ち
、
国
や

県
か
ら
の
補
助
金
を
除
い
た
町
負

担
分
を
す
べ
て
税
金
で
賄
う
と
、

下
水
道
を
利
用
で
き
な
い
人
に
ま

で
負
担
を
掛
け
る
こ
と
に
な
り
、

公
費
負
担
の
公
平
を
欠
き
ま
す
。

下
水
道
整
備
に
よ
っ
て
利
益
を
受

　

供
用
開
始
区
域
内
の
家
庭
・
事

業
所
な
ど
に
は
、
台
所
や
浴
室
、

洗
濯
な
ど
の
汚
水
を
直
接
公
共
下

水
道
へ
流
す
た
め
の
排
水
設
備
を

１
年
以
内
に
設
置
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。
さ
ら
に
ト
イ
レ
は
３
年
以

内
に
公
共
下
水
道
に
接
続
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
排
水
設
備
工
事
は
町
が
指

定
し
た
「
指
定
工
事
店
」
で
な
け

れ
ば
施
工
で
き
ま
せ
ん
。
次
ペ
ー

ジ
の
指
定
工
事
店
一
覧
表
を
参
考

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
役
場
建
設
課
上
下
水
道
班

☎
62

－

2
1
1
1
内
線
2
4
5

「
供
用
開
始
・
受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域
」

を
拡
大
し
ま
す

五
戸
町
公
共
下
水
道
事
業

受
益
者
と
は

け
る
人
に
、
建
設
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
の
が
「
受
益
者

負
担
金
制
度
」
で
す
。

　

負
担
金
は
、
土
地
の
用
途
や
種

別
、
建
物
の
大
き
さ
、
居
住
者
数

な
ど
に
関
係
な
く
、
土
地
の
面
積

１
㎡
当
た
り
４
０
０
円
を
乗
じ
て

算
出
し
ま
す
。
賦
課
は
そ
の
土
地

に
対
し
て
一
度
限
り
で
す
。
５
年

に
分
割
し
、
さ
ら
に
１
年
を
２
期

に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

下
水
道
へ
の
接
続

者
負
担
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
負
担
金
は
、
そ
の
土

地
の
所
有
者
・
権
利
者
に
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

受
益
者
の
申
告
は
、
町
か
ら
送

付
さ
れ
る
「
下
水
道
事
業
受
益
者

申
告
書
」
に
よ
り
行
い
ま
す
。
町

で
は
申
告
に
基
づ
き
、
負
担
金
の

対
象
と
な
る
地
積
や
受
益
者
の
確

定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

受
益
者
負
担
金
と
は

対　象　区　域

字　川原町　他 …　図 1

字　下タノ沢頭 …　図 2

字　石仏 …　図 3

凡　

例

下
水
道
供
用
開
始
区
域
・
受
益
者
負
担
金
賦
課
区
域

図１

図３

図２
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公共下水道・浄化槽で 住みよい環境を
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－

35

－

４
８
３
０

㈲
オ
ト
キ
タ
設
備

０
１
７
８

－

73

－
１
７
５
０

住
宅
設
備
さ
い
と
う

０
１
７
８

－

96

－
１
５
０
２

㈱
サ
カ
モ
ト
ア
ク
エ
ア

０
１
７
８

－
71

－
２
５
０
０

㈱
三
久
工
業

０
１
７
８

－
27

－

６
３
３
３

㈱
三
興
水
道
サ
ー
ビ
ス

０
１
７
８

－

32

－

１
３
７
０

㈲
三
貞　

八
戸
支
店

０
１
７
８

－

23

－

５
０
２
３

㈲
城
下
住
設

０
１
７
８

－

24

－

３
１
６
８

㈱
清
掃
セ
ン
タ
ー

０
１
７
８

－

43

－

１
８
２
９

㈲
創
水
舎

０
１
７
８

－

22

－

９
９
４
４

㈱
平
設
備

０
１
７
８

－

30

－

１
０
９
２

㈱
テ
ク
ノ
ワ
ー
ク

０
１
７
８

－

23

－

５
４
０
０

東
復
建
設
㈱

０
１
７
８

－

43

－

２
３
５
３

友
住
技
研
工
業
㈱

０
１
７
８

－

80

－

７
５
３
５

㈲
豊
水
興
業

０
１
７
８

－

80

－

７
９
１
４

㈲
浪
岡
設
備
工
業
所

０
１
７
８

－

43

－

３
０
２
４

㈱
南
部
シ
ス
テ
ム

０
１
７
８

－

28

－

８
０
４
０

西
浦
水
道
建
設
工
業
㈱

０
１
７
８

－

22

－

５
１
６
７

㈲
日
建
設
備

０
１
７
８

－

45

－

８
８
８
９

㈲
八
戸
管
工
業

０
１
７
８

－

43

－

３
９
４
８

八
戸
工
事
㈱

０
１
７
８

－

27

－

３
５
６
８

㈲
八
戸
水
洗
サ
ー
ビ
ス

０
１
７
８

－

43

－

５
１
５
５

㈲
八
戸
水
道
工
業
所

０
１
７
８

－

44

－
６
０
６
５

㈲
日
計
設
備

０
１
７
８

－
31

－
２
８
８
０

㈲
北
桜
水
道
建
設

０
１
７
８

－
82

－

２
１
０
６

㈱
北
奥
設
備

０
１
７
８

－
45

－

７
０
１
１

㈲
マ
ル
ユ
佐
藤
設
備
工
業

０
１
７
８

－

45

－

６
４
０
１

㈱
壬
生
設
備

０
１
７
８

－

71

－

８
６
６
８

㈲
エ
イ
ユ
ー
テ
ッ
ク

０
１
７
８

－

25

－

１
８
８
６

㈲
西
浦
メ
ン
テ
サ
ー
ビ
ス

０
１
７
８

－

22

－

５
２
１
８

そ
の
他
市
町
村

石
亀
燃
料
㈱

０
１
７
９

－

22

－

２
２
１
８

㈲
小
野
寺
水
道
設
備
工
業

０
１
７
６

－

55

－

４
７
８
９

カ
シ
マ
興
業

０
１
７

－

７
６
６

－

８
８
９
９

㈱
上
坂
水
道
工
業

０
１
７
６

－

23

－

１
２
０
５

㈲
県
南
設
備
工
業

０
１
７
６

－

22

－

６
２
０
４

小
坂
建
設
工
業
㈱

０
１
７
８

－

78

－

３
３
２
２

桜
田
設
備
工
業
㈱

０
１
７
６

－

23

－

３
８
８
９

㈲
三
共
設
備
工
業

０
１
７
６

－

56

－

５
３
０
７

㈲
サ
ン
セ
ツ
工
業

０
１
７
９

－

22

－

３
１
４
１

創
研
プ
ラ
ン
ナ
ー

０
１
７
６

－

27

－

２
３
２
２

㈲
田
中
水
道
工
業
所

０
１
７
６

－

53

－

５
９
５
３

東
北
水
道
設
備
工
業
㈱

十
和
田
営
業
所

０
１
７
６

－

23

－

１
０
４
２

友
住
設
備
工
業
㈱

０
１
７
６

－

23

－

１
７
４
８

十
和
田
水
道
設
備
㈱

０
１
７
６

－

23

－

０
０
０
２

㈲
十
和
田
浄
化
槽
セ
ン
タ
ー
０
１
７
６

－

23

－

０
４
２
４

中
村
設
備

０
１
７
８

－

88

－

５
６
４
３

㈲
西
舘
設
備
工
業

０
１
７
６

－

57

－

４
３
５
５

㈲
日
研
設
備

０
１
７
６

－

55

－

４
７
５
２

㈱
松
本
工
務
店

０
１
７
８

－

76

－

２
６
２
３

㈲
松
本
水
道

０
１
７
５

－

52

－

２
３
７
５

㈱
三
浦
設
備
工
業

０
１
７
６

－

23

－

５
３
９
８

㈱
宮
本
農
機

０
１
７
８

－

75

－

１
０
０
０

㈱
村
下
建
設
工
業

０
１
７
８

－

78

－

３
３
１
１

㈲
村
中
水
道
設
備

０
１
７
６

－

72

－

２
６
５
２

浄
化
槽
の
設
置
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す

●
対
象
地
区

公
共
下
水
道
事
業
認
可
区
域
と
農
業
集
落
排
水
施
設
の

整
備
済
み
区
域
を
除
く
町
内
全
域

●
建
物
の
用
途

一
般
住
宅
（
新
築
・
増
改
築
含
む
）

●
補
助
金
額

浄
化
槽
の
設
置
に
要
す
る
費
用
と
し
、
次
の
額
を
上
限

と
し
ま
す
。

住
宅
延
べ
面
積

人
槽
区
分
補
助
上
限
額

130
㎡
未
満

5
人
槽
相
当
18
万
6
千
円

130
㎡
以
上

7
人
槽
相
当
21
万
9
千
円

台
所
及
び
浴
室
が
2
か
所
以
上（
2
世
帯
）
10
人
槽
相
当
27
万
6
千
円

●
申
請
の
受
付
期
間

平
成
28
年
４
月
１
日
～
平
成
29
年
２
月
28
日

●
手
続
き
の
流
れ

※
手
続
き
に
不
備
や
違
反
が
あ
る
と
補
助
金
の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
手
続
き
は
浄
化
槽
工
事

業
者
（
青
森
県
知
事
登
録
業
者
）
が
代
行
し
て
く
れ
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
の
交
付
基
数
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
設
置
を
希
望
す
る
人
は
、
早
め
に
役
場
建
設

課
（
上
下
水
道
班
）
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
設
置
の
届
け
出

工
事
着
工
前
に
青
森
県
知
事
へ
届
け
出
が

⇦

必
要
で
す
。

補
助
金
申
請

①
補
助
金
交
付
申
請
書
の
提
出

役場建設課

⇦

②
補
助
金
交
付
決
定
通
知

工
事
の
着
工

※
決
定
通
知
は
内
示
を
受
け
て
か
ら
で
す
。

⇦

※
設
置
現
場
で
検
査
を
行
い
ま
す
。

工
事
の
完
了

③
実
績
報
告
書
の
提
出

⇦

④
補
助
金
確
定
通
知

補
助
金
請
求

⑤
補
助
金
交
付
請
求
書
の
提
出

⇦

補
助
金
交
付

⑥
銀
行
口
座
振
込
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主 な 出 来 事

家
族
経
営
協
定
を
締
結

（
五
戸
町
農
業
委
員
会
）

　

３
月
24
日
（
木
）、
家
族
経
営

協
定
調
印
式
が
五
戸
町
役
場
で
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
家
族
経
営
協

定
と
は
魅
力
的
な
農
業
経
営
を
目

指
す
た
め
、
経
営
方
針
や
役
割
分

担
な
ど
を
家
族
間
で
話
し
合
い
、

ル
ー
ル
を
取
り
決
め
文
書
に
す
る

も
の
で
す
。

　

今
回
協
定
を
締
結
し
た
の
は 

越
懸
澤
義
一
さ
ん
（
65
）、
越
懸

澤
利
明
さ
ん
（
52
）、
本
田
し
げ

さ
ん
（
66
）、
高
村
寛
さ
ん
（
60
）

一
家
の
４
家
族
。本
田
さ
ん
は「
今

回
の
協
定
締
結
を
き
っ
か
け
に
経

子
ど
も
た
ち
の
交
通
安
全
を
願
っ
て　

　

３
月
27
日
（
日
）、
五
戸
町
交

通
安
全
母
の
会（
三
浦
智
子
会
長
）

は
、
五
戸
小
学
校
前
付
近
で
新
し

い
ス
ト
ッ
プ
マ
ー
ク
の
貼
り
付
け

作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
日
集
ま
っ
た
15
人
は
新
入

生
児
童
た
ち
の
安
全
を
祈
っ
て
、

古
く
な
っ
た
シ
ー
ト
を
一
枚
一
枚

て
い
ね
い
に
剥
が
し
、
ぴ
か
ぴ
か

の
マ
ー
ク
に
交
換
し
ま
し
た
。

営
安
定
と
発
展
に
努
め
て
い
き
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

五
戸
町
で
協
定
を
結
ん
だ
家
族

は
今
回
で
36
組
と
な
り
ま
し
た
。

未
来
へ
の
宝
も
の

　

五
戸
町
で
は
、
国
の
交
付
金
を

活
用
し
た
多
世
代
交
流
支
援
事
業

と
し
て「
キ
ッ
ズ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
実
施
。「
郷
土
愛
と
誇
り
を
育
む
」

こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る
青

森
ご
の
へ
宝
さ
が
し
探
検
隊
が
１

年
間
の
総
仕
上
げ
と
し
て
３
月
25

日
か
ら
27
日
ま
で
「
首
都
圏
体
験

会
」
を
実
施
し
た
の
で
そ
の
様
子

を
紹
介
し
ま
す
。

　

３
月
25
日
夜
。
貸
切
バ
ス
に
販

売
す
る
リ
ン
ゴ
や
ナ
ガ
イ
モ
、
ニ

ン
ニ
ク
等
を
積
み
隊
員
11
名
が
役

場
を
出
発
。
翌
26
日
朝
、
東
京
築

地
市
場
に
到
着
。
案
内
を
お
願
い

し
た
方
は
当
町
（
下
大
町
）
出
身

で
日
本
料
理
界
の
頂
点
を
極
め
た

「
現
代
の
名
工
」
の
髙
橋
幸
男
さ

ん
（
横
浜
市
在
住
）。「
最
初
に
料

理
の
展
示
会
を
見
ま
し
ょ
う
」
と

展
示
会
場
へ
。「
こ
の
料
理
展
示

会
は
自
動
車
に
例
え
る
と
モ
ー
タ
ー

シ
ョ
ー
に
位
置
す
る
も
の
」
と
聞

き
一
同
ビ
ッ
ク
リ
。
次
に
向
か
っ

た
の
は
築
地
市
場
。
登
録
業
者
し

か
入
れ
な
い
専
門
の
野
菜
市
場
と
魚

市
場
を
特
別
に
見
学
で
き
３
月
い
っ

ぱ
い
で
終
了
す
る
同
市
場
の
歴
史
的

最
後
を
し
っ
か
り
と
見
届
け
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
神
楽
坂
の
毘
沙
門
天

で
有
名
な
善
國
寺
で
「
青
森
五
戸

か
ら
き
ま
し
た
リ
ン
ゴ
・
ナ
ガ
イ
モ
・

ジ
ュ
ー
ス
は
い
か
が
」と
販
売
体
験
。

老
若
男
女
が
行
き
交
い
約
２
時
間

で
持
参
品
が
ほ
ぼ
完
売
。
夕
方
か

ら
は
東
京
五
戸
会
小
玉
保
節
会
長

宅
で
研
修
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

同
会
の
役
員
ら
10
名
ほ
ど
が
出
席

し
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。
五
戸

の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
大
空
へ
続
く

坂
道
を
一
緒
に
歌
い
話
を
し
て
い

る
う
ち
に
子
ど
も
た
ち
の
緊
張
も

和
ら
ぎ
、
食
事
や
名
刺
交
換
、
自
己

紹
介
等
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
一
安
心
。

近
く
の
隅
田
川
や
ス
カ
イ
ツ
リ
ー

の
夜
景
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
心

に
残
っ
た
１
日
で
し
た
。

　

27
日
は
、
上
野
の
国
立
科
学
博

物
館
で
五
戸
町
名
誉
町
民
木
村
秀

政
博
士
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
Ｙ
Ｓ

－

11
コ
ー
ナ
ー
を
見
学
。
木
村
博

士
の
偉
業
を
探
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
同
体
験
会
を
通
じ
首
都
圏

で
多
く
の
先
輩
ら
が
活
躍
さ
れ
て
お

り
、
県
外
か
ら
み
た
ふ
る
さ
と
感

を
確
認
で
き
、「
未
来
へ
の
宝
も

の
」
と
し
て
郷
土
の
魅
力
を
次
の

世
代
に
伝
え
る
こ
と
の
大
切
さ
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
北
上
詩
桜
さ
ん
は

「
販
売
の
大
変
さ
と
売
れ
た
時
の

う
れ
し
さ
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
、

五
戸
町
は
や
っ
ぱ
り
【
い
い
な
】」

と
話
し
、新
井
田
可
恋
さ
ん
は「
神

楽
坂
で
の
販
売
で
、
初
め
て
の
方
か

ら
買
っ
て
も
ら
っ
た
の
が
と
て
も
嬉

し
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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「高齢者向け給付金」のご案内

　賃金引き上げの恩恵が及びにくい高齢者を支援し、平成 28 年前半の個人消費を下支えする

ため、「高齢者向け給付金」を支給します。

　次の①から③のすべてに該当する方が対象です。
　① 27 年 1 月 1 日に五戸町に住民票があった人
　② 27 年度の町民税（均等割）が課税されていない人
　※ただし、町民税（均等割）が課税されている方（町外の方も含む）に扶養されている場合や生活保護の受給者などは対象となりません。
　③平成 29 年 3 月 31 日までに 65 歳以上となる人
　　（昭和 27 年 4 月 1 日以前生まれの人）

　○対象者 1 人につき 30,000 円　※支給は１回です。

　5 月 9 日（月）～ 8 月 9 日（火）

○申請書は、5 月上旬に、対象になると見込まれる方に郵送します。申請書が送付されない場合でも、上記「支給対象者」
をご覧になり要件に当てはまると思われる方は、役場窓口に設置の申請書で申請手続きをしてください。

　（申請書は町ホームページにも掲載予定）
　○申請は、郵送または役場福祉保健課、川内・浅田・倉石各支所の窓口で受付します。
　○申請書を送付する際に返信用封筒を同封しますので、窓口の混雑を避けるためにも郵送での申請にご協力ください。

　○申請書
　○印鑑（シャチハタは不可）
　○振込口座が確認できる書類（通帳やキャッシュカードのコピー）
　　・27 年度と同じ金融機関口座への振込を希望される場合は不要です。
　○本人確認書類（対象者全員分の運転免許証、健康保険証、住民基本台帳カードなどのコピー）
　　・外国人住民の本人確認書類は、在留カード、特別永住者証明書などになります。

○ 27 年度分の非課税証明書（対象者を扶養している方が、27 年 1 月 1 日現在で、五戸町以外の市区町村に住民登録をしていた場合のみ必要です）
　※申請期間を過ぎてからの申請は受け付けることができませんので、ご注意ください。

問役場福祉保健課　☎ 62 － 2111　内線 136、137、138、139

" 振り込め詐欺 " や " 個人情報の詐取 " にご注意ください！
　申請内容の確認のため町から問合せを行うことがありますが、「高齢者向け給付金」を支給するためにＡＴＭ
の操作や手数料の振込みをお願いすることは、絶対にありません。もし不審な電話がかかってきたり、郵便が
届いたら、迷わず最寄りの警察署（または警察相談専用電話【＃ 9110】）や役場にご連絡ください。

確認じゃ！

■支給対象者

■支給額

■申請に必要なもの

■申請方法

■申請期間
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脳 検 診 の ご 案 内
脳検診で脳の健康をチェックしませんか？
～定期的に検査を受けて、脳の健康不安を解消しましょう～
○当院では、脳の病気（脳卒中、脳腫瘍、脳血管疾患など）の早期発見と早期治療を目的として、
　最新の MRI 装置を利用した脳検診を実施しております。
○脳の健康不安を軽減・解消することができますので、定期的に検査を受けることをお勧めします。

【実施内容】

定 員 １日２名（予約制）
・受診希望日の２か月前から２週間前までに予約をしてください

時 間
平日（祝日、年末年始を除く月曜日から金曜日）の８時 30 分からと９時から
・所要時間は約 30 分
・検査開始時間の 10 分前までに再来受付へお越しください

費 用
18,000 円（税込）
※五戸町在住の方は 17,000 円

検 査 内 容

脳・脳動脈画像検査（MRI）
脳の断面と脳動脈の撮影により、X 線 CT では見付けることが困難な病気や脳血管
疾患の早期発見が可能です。
また、50 歳以上の方を対象に、早期アルツハイマー型認知症の診断補助のために脳
の萎縮検査も実施しております。

【注意事項】※以下に該当する方は検査ができません。
・心臓ペースメーカー、神経刺激装置等の電子機器を体内に留置している方
・脳動脈クリップ・コイルや人工内耳などの金属製品を頭部に留置している方
・その他の金属製品を体内に留置している方
・閉所恐怖症など狭い場所が苦手な方
・妊娠中若しくは妊娠している可能性がある方
・３０ 分程度仰向けで安静がとれない方

【予約・お問い合わせ先】
問五戸総合病院　医事班　☎ 0178 － 61 － 1200（内線 272）

　今年度の町の健診は、申し込みましたか？
　健診の申込みは、健診確認書（ピンクの用紙）の
提出をした方を優先し、健診日を決定しています。
　五戸町健診センターと移動健診車での受診希望者
は 2,625 人で、例年の申込みをはるかに超える人数
でした。
　そのため、毎年決まった時期に健診を受けている
方でも、希望日に決まらない方がほとんどで、御迷
惑をおかけしています。
　申込みをした方には、４月上旬に健診日決定等の
はがきを郵送し、再度、なるべく希望に添えるよう
日程調整をしています。
　電話での申込みは、５月１日から受付を開始しま
すので、忘れずに申し込みましょう。

問役場福祉保健課　☎ 62 － 7958（直通）

問役場福祉保健課　☎ 62 － 7958（直通）

「平成 28 年度五戸町健康診査等のお知らせ」記載内容の訂正とお詫び
「麻しん・風しん混合ワクチン予防接種」第２期対象の内容に誤りがありました
ので、下記のとおり訂正してお詫び申し上げます。

【誤り】
　第２期：5 歳以上 7 歳未満の未接種者（小学校就学前の１年間）
　（H21 年 4 月 2 日～ H22 年 4 月 1 日生まれの方）

【訂正後】
　第２期：5 歳以上 7 歳未満の未接種者（小学校就学前の１年間）
　（H22 年 4 月 2 日～ H23 年 4 月 1 日生まれの方）

問役場福祉保健課　☎ 62 － 7958（直通）

「みんなの保健室」を御利用ください

　身体面や精神面など、あらゆる健康に関する相談について、
町保健師が個別に対応させていただきます。お気軽にお越し
ください。

○対象　　赤ちゃんから高齢者まで
○内容　　心身の健康に関する相談
○日時　　毎週木曜日　13 時～ 15 時
○場所　　五戸町役場 1 階 相談室
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救急病院 皆様の健康を守るため ｢敷地内全面禁煙」です。

内科・外科・産婦人科・脳神経外科は、毎週土曜日休診です。敷 地 内
全 面 禁 煙

五戸総合病院医師一覧表（外来診療） 平成 28 年 5 月 1 日現在

救急指定病院 問 五戸総合病院　☎６１－１２００

診療科 氏　　名 職名・派遣先 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
内 科 蝦 名 宣 男 名 誉 院 長 ○ ○

新 井 田 修 久 院 長 代 理 ○ ○ ９：００～消化器検査 ○午後消化器検査
岡 本 一 雄 副 院 長 ○ 倉石診療所 ○ ○ ○
田 口 順 科 長 ○ ○ ○ ○ ○
佐 藤 和 則 科 長 ○ ○午後消化器検査 ○ ○ ９：００～消化器検査
八戸市民病院 救命救急センター ○ ○ ○
応 援 医 師 弘 前 大 学 ９：００～消化器検査 ９：００～消化器検査

【糖尿病外来】崎 原　 哲 労 災 病 院 ○ 5/7 予約制
【糖尿病外来】松 橋 昭 夫 公立置賜長井病院 ○ 5/13・27 予約制
【循環器内科】三 浦 昌 人 東 北 大 学 ○ 5/2 予約制 ○ 5/12 予約制 ○ 5/20・27 予約制
外 科 蝦 名 宣 男 名 誉 院 長 ○ 午後　乳腺・甲状腺外来

安 藤 敏 典 院 長 ○ ○
佐 藤 龍 一 郎 医 長 ○ ○

産 婦 人 科 井 戸 川 敏 彦 特 別 参 事 ○ ○ ○ ○ ○
応 援 医 師 東 北 大 学 ○ 5/13・27

小 児 科 笹 野 拓 也 科 長 ○ ○ ○ ○ ○ ○
応 援 医 師 弘 前 大 学 ○ 5/13・27  9:30 ～

整 形 外 科 三 上 靖 隆 科 長 ○ ○ ○ ○ ○
応 援 医 師 労 災 病 院 ○ 5/7・21

脳 神 経 外 科 深 瀬 栄 一 医 療 局 長 ○ ○ ○ ○ ○
眼 科 応 援 医 師 岩手医科大学 ○毎週予約 5/28 休診
耳鼻いんこう科 袴 田 真 理 子 八 戸 市 ○ ○

応 援 医 師 弘 前 大 学 ○ 5/7・21
皮 膚 科 加 賀 谷 早 織 東 北 大 学 ○９：００～ ○９：００～
○外来診療（初診・再診）月曜日～金曜日…【受付時間】7:30 ～ 11:30
○第１・３・５土曜日（初診・再診）………【受付時間】7:30 ～ 11:00
○糖尿病外来（第１土曜日）…………………【受付時間】7:30 ～ 10:00
○糖尿病外来（第１・3 金曜日）……………【受付時間】7:30 ～ 14:00
○耳鼻いんこう科………………………………【受付時間】7:30 ～ 11:00
○診療等の予定は、都合により変更する場合がありますのでご了承ください。
○他医療機関で受診している方は、紹介状をご持参ください。
○第２・４土曜日は休診です。
○小児科予約診療：月曜日～金曜日…………診療時間：15:00 ～ 16:30
　（ただし、健診等で午後、診療できない日がありますので電話でご確認ください）

※ただし急患はこの限りではありません。
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佐藤　和則
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藤田　康平
（農林課主事）

大久保　和也
（建設課技師）

蛯名　魁
（建設課技師）

千田　崇彰
（教育委員会教育課事）

大澤　翔太
（総合病院主事）

菊地　弘一
（建設課自動車運転技術員）

野村　千春
（福祉保健課保健師）

小山田　智美
（福祉保健課保健師）

斉藤　明弘
（総務課防災危機管理専門員）
（平成29年3月31日まで）

【退職】（平成 28 年 3 月 31 日付）
○定年退職　
行政職
平　野　泰　雄（会計管理者（出納室長兼務））
川　 村　　　 忠（川内支所長）
山　田　優　伸（教育委員会学校給食センター所長）
向　山　理都子（教育委員会町立公民館主幹）
大　澤　悦　子（総合病院主幹）
技能職
小笠原　せつ子（総合病院技能主事）
医療職
門　馬　道　子（総合病院主任技師）
木　村　重　人（総合病院リハビリテーション科副技師長）
和　田　弘　子（総合病院総看護師長）
舘　林　美栄子（総合病院看護師長）
野　村　佐知子（総合病院副看護師長）
髙　松　真由美（総合病院副看護師長）
小　渡　三千子（総合病院副看護師長）
中　里　洋　子（総合病院主任看護師）
三　浦　友　子（総合病院主任看護師）
巴　　　 愛　 子（総合病院准看護師）
○早期退職
医療職
竹　洞　洋　子 （総合病院主任看護師）
○普通退職
行政職
髙　橋　亮　太 （福祉保健課主事）
医療職
藤　田　　　均 （総合病院医長）
新斗米　将　一 （総合病院技師）
○再任用任期満了
行政職
佐々木　弘　光 （川内支所総括主査）
深　畑　二三子 （浅田支所主査）
奥　山　謙　二 （倉石支所主査）
新井田　壽　弘 （企画振興課総括主査）
馬　場　修　二 （税務課主査）
髙　橋　良　治 （福祉保健課主査）
竹　原　正　悦 （教育委員会学校給食センター総括主査）
木　村　和　子 （教育委員会町立公民館主査）
佐々木　健　一 （教育委員会図書館総括主査）
倉　橋　隆　穂 （総合病院総括主査（健診班））
技能職
大久保　敏　明 （総務課自動車運転技術員）
医療職
晴　山　祐　一 （総合病院主任技師）
手倉森　美喜子 （総合病院看護師）
境　　　敏　子 （総合病院准看護師）
石　田　利　子 （総合病院准看護師）

平成 28 年 4 月 1 日付で町職員の人事異動を行いました。異動者は 45 人で定年等
退職者は 16 人。新採用は行政職 14 人、技能職 3 人、医療職 16 人の計 33 人です。

平成 28 年 4 月 1 日付けで町の行政組織を改革しました。
若い世代の就労・結婚・子育て支援や町の人口減少対策
などを重点的に取り組み、町の活性化を図るため、企画
振興課内に地方創生推進室を設置しました。

地方創生推進室について
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動異事人
員職町

（　）内は前任課と職名

行政職員として新たに採用された職員を紹介します。どうぞ、よろしくお願いします。

山田　哲
（企画振興課主事）

石亀　恵理加
（税務課主事）

小笠原　悠人
（税務課主事）

栗山　時
（福祉保健課主事）

櫻田　華
（福祉保健課主事）

石亀　沙織
（福祉保健課主事）
（社会福祉士）

齋藤　友秀
（福祉保健課主事）
（社会福祉士）

昆　久米彦
（住民課主事）

柏田　紘子
（住民課主事）

【参事・課長級】
企画振興課地方創生推進室長（総合病院事務局次長（健診班））沢　向　満　雄
会計管理者[出納室長兼務]（議会事務局長）中川原　光　亮
議会事務局長（出納室長補佐） 川　﨑　貢　義

【課長補佐級】
総務課長補佐（総務課財政管財班長）町　屋　　　剛
川内支所長（教育委員会教育課社会教育班長）舛　沢　　　実
企画振興課長補佐（福祉保健課長補佐）川　村　　　豊
福祉保健課長補佐（企画振興課長補佐）石　田　博　信
住民課長補佐（建設課長補佐） 竹　洞　晴　生
農林課長補佐（教育委員会図書館長）小保内　一　典
建設課長補佐（建設課都市計画班長）小　村　隆　幸
出納室長補佐（総務課長補佐） 手倉森　　　崇
教育委員会学校給食センター所長（農林課長補佐）髙　嶋　伸　治
教育委員会図書館長（住民課長補佐）赤　坂　和　浩
総合病院事務局次長[健診班]（住民課国保班長）赤　坂　哲　也

【班長・主幹・総括主査級】
総務課財政管財班長（福祉保健課福祉班長）鈴　木　久美子
企画振興課企画振興班長（企画振興課総括主査）寺　尾　大　輔
企画振興課地方創生推進室総務班長（企画振興課企画振興班長） 中　里　　　誠
税務課固定資産税班長（住民課主幹）沼　辺　由紀子
福祉保健課福祉班長（福祉保健課総括主査）平　　　真　紀
福祉保健課保健衛生班長（税務課固定資産税班長）大　森　千津子
住民課国保班長（税務課総括主査）下川原　謙　一
建設課都市計画班長（福祉保健課保健衛生班長）佐々木　正　晴
教育委員会教育課社会教育班長（教育委員会教育課総括主査）村　本　恵一郎
浅田支所主幹（建設課主幹） 苫米地　恭　子
住民課主幹（総合病院主幹（健診班）） 大　山　和歌子
教育委員会町立公民館主幹（農業委員会主幹）三　上　保　彦
教育委員会図書館主幹（農林課主幹）髙　松　敦　子
農業委員会主幹（農林課主幹） 黒　沢　満　尋
企画振興課総括主査（総合病院総括主査）山　邊　ゆりえ
福祉保健課総括主査 [ 地域包括支援センター担当 ]（福祉保健課主査）（地域包括支援センター担当） 壬　生　　　洋
農林課総括主査（総合病院総括主査）下　田　雅　彦
議会事務局総括主査（総務課主査）小　泉　安　子
教育委員会教育課総括主査（教育委員会教育課主査）橋　本　智　春
総合病院総括主査（総務課総括主査）髙　谷　英　樹
総合病院総括主査（税務課総括主査）新井山　咲　子

【主事級】
総務課主事（建設課主事） 類　家　和　哉
税務課主事（福祉保健課主事） 佐々木　和　彦
教育委員会教育課主事（企画振興課主事）横　道　祐　哉

【技能職】
総務課自動車運転技術員（建設課自動車運転技術員）川　村　　　司
教育委員会学校給食センター技能主事（住民課技能主事）髙　谷　恵　子
総合病院技能主事[健診班]（福祉保健課技能主事）秋　元　敦　子
五戸小学校技能主事（川内中学校技能主事）今　川　雅　博
五戸中学校技能主事（倉石中学校技能主事）立　花　隆　浩
川内中学校技能主事（五戸中学校技能主事）三　浦　和　也
倉石中学校技能主事（五戸小学校技能主事）川　崎　純　一

【医療職】
総合病院主任栄養士（福祉保健課主任栄養士）小　村　優　子
福祉保健課栄養士（総合病院栄養士）伊　藤　洋　輔
総合病院名誉院長（総合病院院長）蝦　名　宣　男
総合病院院長（総合病院副院長） 安　藤　敏　典
総合病院院長代理（総合病院副院長）新井田　修　久
総合病院副技師長（総合病院主任技師）黄川田　千賀子
総合病院主任技師（総合病院技師）庭　田　　　円
総合病院総看護師長（総合病院副総看護師長）佐々木　恵美子
総合病院看護師長（総合病院副看護師長）山　田　市　子
総合病院看護師長（総合病院副看護師長）若　林　桂　子
総合病院副看護師長（総合病院主任看護師）奥　山　郁　子
総合病院副看護師長（総合病院主任看護師）三　浦　睦　子
総合病院副看護師長（総合病院看護師）山　部　義　尚
総合病院主任看護師（総合病院看護師）前　田　文　香
総合病院主任看護師（総合病院看護師）川　村　真　輝
総合病院主任看護師（総合病院看護師）佐　川　香奈子
総合病院主任看護師（総合病院看護師）小　村　美　幸
総合病院主任看護師（総合病院看護師）米　田　祐　子

【任用期間更新】（平成 29 年 3 月 31 日まで）
総合病院特別参事（健診センター所長兼務）井戸川　敏彦

【非常勤任用職員】（平成 29 年 3 月 31 日まで）
総務課防災危機管理専門員 斉　藤　明　弘

【新採用】
行政職
企画振興課主事 山　 田　　　 哲
税務課主事 石　亀　恵理加
税務課主事 小笠原　悠　人
福祉保健課主事 栗　 山　　　 時
福祉保健課主事 櫻　 田　　　 華
福祉保健課主事 [ 社会福祉士 ] 石　亀　沙　織
福祉保健課主事 [ 社会福祉士 ] 齋　藤　友　秀
住民課主事 昆　　　久米彦
住民課主事 柏　田　紘　子
農林課主事 藤　田　康　平
建設課技師 大久保　和　也
建設課技師 蛯　 名　　　 魁
教育委員会教育課主事 千　田　崇　彰
総合病院主事 大　澤　翔　太
技能職
建設課自動車運転技術員 菊　地　弘　一
総合病院技能主事[介護福祉士] 十日市　真　弓
総合病院技能主事[介護福祉士] 松　野　奈保子
医療職
福祉保健課保健師 野　村　千　春
福祉保健課保健師 小山田　智　美
総合病院科長 佐　藤　和　則
総合病院技師 [ 放射線技師 ] 柿　沼　雄　太
綜合病院技師 [ 放射線技師 ] 田　中　佑　季
総合病院技師 [ 臨床検査技師 ] 前　澤　るみ子
総合病院技師 [ 作業療法士 ] 立　花　保奈美
総合病院看護師 佐々木　初　季
総合病院看護師 小　向　健　太
総合病院看護師 若　本　紗　季
総合病院看護師 小笠原　さくら
総合病院看護師 川　畑　る　い
総合病院看護師 関　本　菜　摘
総合病院看護師 髙　谷　理　佳
総合病院看護師 中　村　琴　音
総合病院看護師 河原木　真　衣

【再任用】
総合病院看護師 [ ２級格付け ] 舘　林　美栄子
総合病院看護師 [ ２級格付け ] 野　村　佐知子
総合病院助産師 [ ２級格付け ] 髙　松　真由美
総合病院看護師[２級格付け][健診センター担当] 小　渡　三千子
総合病院看護師 [ ２級格付け ] 三　浦　友　子
総合病院准看護師 [ １級格付け ] 巴　　　 愛　 子

【再任用】
行政職
川内支所総括主査 平　野　泰　雄
倉石支所主査 山　田　優　伸
総合病院主査 [ 健診班 ] 向　山　理都子
医療職
福祉保健課技師[２級格付け][地域包括支援センター担当] 木　村　重　人
総合病院技師[２級格付け][健診センター担当] 門　馬　道　子
総合病院主任看護師[３級格付け] 和　田　弘　子

【主査級】
総務課主査（教育委員会教育課主査）中　山　佳　奈
企画振興課地方創生推進室主査（教育委員会教育課主事）新　堀　裕　貴
税務課主査（倉石支所主事） 苫米地　裕　司
建設課技査（総務課技査） 若　松　明　史
教育委員会教育課主査（税務課主査）福　田　　　藍

         効率的な行政事務を目指して
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■
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
員

▽
上
級
試
験

　

行
政
職　
　
　

２
名
程
度

▽
初
級
試
験

　

一
般　
　
　
　

１
名
程
度

　

土
木　
　
　
　

１
名
程
度

■
受
験
資
格

▽
上
級
試
験

平
成
22
年
３
月
以
降
に
大
学
を

卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成
29

年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込

の
方

▽
初
級
試
験
（
一
般
）

平
成
22
年
３
月
以
降
に
高
等
学

校
を
卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
平

成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業

見
込
の
方

※
大
学
を
卒
業
さ
れ
た
方
は
受
験

で
き
ま
せ
ん

▽
初
級
試
験
（
土
木
）

平
成
22
年
３
月
以
降
に
高
等
学

校
の
土
木
関
係
の
学
科
を
卒
業

し
た
方
、
ま
た
は
平
成
29
年
３

月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
の
方

※
土
木
関
係
学
科
の
大
学
を
卒
業

さ
れ
た
方
は
受
験
で
き
ま
す

■
受
付
期
間

▽
上
級
試
験

平
成
28
年
４
月
22
日
（
金
）
か

ら
平
成
28
年
６
月
６
日
（
月
）

ま
で

▽
初
級
試
験

平
成
28
年
６
月
13
日
（
月
）
か

ら
平
成
28
年
８
月
１
日
（
月
）

ま
で

※
平
日
午
前
８
時
15
分
か
ら
午
後

５
時
ま
で

　

郵
送
の
場
合
は
期
間
内
必
着

◎
試
験
の
期
日
な
ど

■
第
一
次
試
験

▽
上
級
試
験

　

平
成
28
年
７
月
24
日
（
日
）

▽
初
級
試
験

　

平
成
28
年
９
月
18
日
（
日
）

▽
場
所

　

い
ず
れ
も
青
森
市
内
の
会
場

▽
方
法
お
よ
び
内
容

教
養
試
験
、
専
門
試
験
（
初
級
試

験
は
除
く
）、
職
場
適
応
性
試
験

■
第
二
次
試
験

▽
期
日　

８
月
下
旬
～
10
月
下
旬

▽
場
所　

五
戸
町
役
場

▽
方
法
及
び
内
容　

論
文
、
面
接

■
受
験
手
続

　

指
定
の
受
験
申
込
書
、
履
歴

書
・
身
上
書
は
必
ず
自
書
し
、
卒

業
証
明
書
（
卒
業
見
込
証
明
書
）

を
添
え
て
役
場
総
務
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
受
験
申
込
書
等
は
、
役
場
総
務

課
、
川
内
支
所
、
浅
田
支
所
、

倉
石
支
所
に
あ
り
ま
す
。
五
戸

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
役
場
総
務
課

☎
62

－
２
１
１
１　

内
線
２
１
１　

■
申
込
み
期
限

　

平
成
28
年
６
月
17
日
（
金
）
ま
で

問
五
戸
町
福
祉
保
健
課

　
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
62

－

２
１
１
１

　

介
護
予
防
教
室
な
ど
高
齢
者
支

援
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し

ま
せ
ん
か
？

■
対
象
者

　

40
歳
以
上
の
方
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
興
味
や
意
欲
の
あ
る
方

■
日
時
（
場
所
）

▽
１
日
目

　

平
成
28
年
６
月
27
日
（
月
）

　

10
時
～
15
時
（
倉
石
温
泉
）

▽
２
日
目

　

平
成
28
年
６
月
28
日
（
火
）

８
時
に
役
場
集
合
（
青
森
市
方

面
）
17
時
着

■
参
加
費

▽
１
日
目　

昼
食
代　

４
０
０
円　

▽
２
日
目　

昼
食
代
１
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

入
館
料　

１
２
０
円

雇
用
・
募
集

町

職

員

募

集

わ
く
わ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
受
講
生
募
集

　

障
が
い
の
あ
る
方
の
た
め
に
使

用
す
る
軽
自
動
車
等
で
、
一
定
の

要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
納
税
義
務
者
の
申
請
に
よ
り

軽
自
動
車
税
を
全
額
免
除
し
ま

す
。（
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
）

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
申

請
書
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番

号
）の
記
載
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

減
免
申
請
す
る
際
は
、
納
税
義
務

者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

の
番
号
確
認
と
本
人
の
身
元
確
認

（
成
り
す
ま
し
防
止
）
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
対
象

　

障
害
者
手
帳
等
所
持
者
１
人
に

つ
き
、
普
通
車
（
県
税
部
へ
申

請
）、
ま
た
は
軽
自
動
車
の
い
ず

れ
か
１
台
。

■
受
付
期
間

　

平
成
28
年
５
月
24
日
（
火
）
ま
で

■
必
要
書
類
等

▽
障
害
者
手
帳
等
（
原
本
）

▽
運
転
さ
れ
る
方
の
運
転
免
許
証

▽
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

▽
自
動
車
検
査
証

▽
印
鑑

▽
納
税
義
務
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）

又
は
通
知
カ
ー
ド
及
び
身
元
確

認
書
類
（
運
転
免
許
証
・
保
険

証
な
ど
）

問
役
場
税
務
課

☎
62

－

２
１
１
１

　

内
線
１
２
２
～
１
２
４

税
金

軽
自
動
車
税
の
減
免
申
請
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町
で
は
、
次
の
方
々
に
障
害
者

相
談
員
業
務
を
委
託
し
て
い
ま
す
。

障
が
い
や
福
祉
制
度
な
ど
に
つ
い

て
の
相
談
を
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

■
身
体
障
害
者
相
談
員

　
（
任
期
：
平
成
29
年
３
月
ま
で
）

▽
手て
く
ら
も
り

倉
森　

齊ひ
と
し　

☎
77

－

２
４
７
０

■
知
的
障
害
者
相
談
員

　
（
任
期
：
平
成
30
年
３
月
ま
で
）

▽
大お
お
に
し西　

一か
ず
お男　

☎
62

－

３
０
７
０

▽
細ほ
そ
だ田　

豊ゆ
た
か　
　

☎
77

－

２
９
８
９

問
役
場
福
祉
保
健
課

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
１
３
８

福
祉

ご

相

談

く

だ

さ

い
！

障

害

者

相

談

員

使
用
し
た
と
き
、
ま
た
は
住
宅
の

取
壊
し
に
よ
り
住
宅
用
地
か
ら
住

宅
用
地
以
外
の
土
地
と
し
て
使
用

し
た
と
き
な
ど
、
土
地
や
家
屋
の

状
況
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は

「
住
宅
用
地
等
申
告
書
」
の
提
出

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

■
土
地
・
家
屋
の
現
況
を
変
更
さ

れ
た
方
は
お
知
ら
せ
を
！

▽
土
地
の
登
記
地
目
を
変
更
せ
ず

に
利
用
状
況
を
変
更
し
た
と
き

▽
家
屋
を
新
築
、
増
築
し
た
と
き

　

家
屋
を
新
築
・
増
築
し
た
と

き
は
、
税
務
課
職
員
が
固
定
資

産
税
の
税
額
算
定
の
た
め
家
屋

調
査
を
行
い
ま
す
。
完
成
し
ま

し
た
ら
都
合
の
良
い
日
時
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
所
有
者
立

会
い
の
も
と
家
屋
調
査
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
家
屋
を
取
り
壊
し
た
と
き

　

固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１

日
現
在
所
有
の
家
屋
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
家
屋
を
取
り
壊
し
た

と
き
は
、
お
早
め
に
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

　

後
日
、
担
当
職
員
が
現
地
確

認
を
行
い
、
翌
年
度
の
課
税
対

象
か
ら
除
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
固
定
資
産
税
納

税
通
知
書
は
５
月
２
日
（
月
）
発

送
予
定
で
す
。
同
封
さ
れ
た
固
定

資
産
税
課
税
明
細
書
で
今
年
度
の

課
税
状
況
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■
住
宅
用
地
の
税
負
担
軽
減

　

住
宅
の
敷
地
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
土
地
は
、
固
定
資
産
税
課

税
明
細
書
の
地
目
欄
に
【
住
宅
用

地
特
例
】
と
記
載
が
あ
り
、
そ
の

土
地
の
税
金
が
軽
減
さ
れ
て
い
ま

す
。
住
宅
が
建
っ
て
い
る
の
に
軽

減
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

■
住
宅
用
地
の
申
告

　

住
宅
用
地
特
例
措
置
を
正
し
く

適
用
す
る
た
め
に
、
事
務
所
・
店

舗
な
ど
を
改
築
等
に
よ
り
住
宅
に

変
更
し
新
た
に
住
宅
用
地
と
し
て

▽
家
屋
の
用
途
を
変
更
し
た
と
き

　

居
宅
か
ら
物
置
へ
な
ど
、
家

屋
の
用
途
を
変
更
し
た
と
き
は

届
出
が
必
要
で
す
。
家
屋
の
課

税
状
況
と
現
況
が
異
な
っ
て
い

る
場
合
は
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
役
場
税
務
課

☎
62

－

２
１
１
１

　

内
線
１
２
６
～
１
２
８

　

総
務
省
は
、
本
町
の
行
政
相
談

委
員
に
大
西
眞
一
氏
（
下
モ
沢

向
）
と
手
倉
森
鈴
子
氏
（
中
市
）

を
平
成
27
年
４
月
１
日
付
け
で
委

嘱
し
て
お
り
ま
す
。
任
期
は
２
年

間
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
私
た
ち
の

日
常
生
活
で
行
政
が
行
う
仕
事
に

つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
が

あ
っ
た
と
き
、
解
決
の
た
め
の
助

言
を
行
う
な
ど
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
や
電

話
、
手
紙
で
も
結
構
で
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

定
例
相
談
日
は
、
毎
月
第
２
火

曜
日
が
倉
石
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
毎
月
第
４
火
曜
日
が
公
民

館
児
童
室
で
す
。

　

本
紙 

「
行
事
カ
レ
ン
ダ
ー
」 

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
２
１
１

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
療
育
（
愛
護
）
手
帳
、
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
ま
た
は
そ
の
方

と
生
計
を
一
に
す
る
方
も
し
く
は

常
時
介
護
者
が
、
こ
れ
ら
の
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
の
生
業
、

通
院
、
通
学
な
ど
の
た
め
に
自
動

車
を
利
用
し
て
い
る
場
合
で
、
そ

の
障
害
の
程
度
や
自
動
車
の
使
用

状
況
な
ど
が
一
定
の
条
件
に
該
当

す
る
と
き
に
は
、
申
請
に
よ
り
自

動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
の
減
免

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
自
動
車
環
境
対
策
の
観

点
か
ら
、
排
出
ガ
ス
及
び
燃
費
性

能
の
優
れ
た
環
境
負
荷
の
小
さ
い

自
動
車
に
つ
い
て
は
そ
の
排
出
ガ

ス
性
能
に
応
じ
て
税
率
を
軽
減

（
軽
課
）
し
、
新
車
新
規
登
録
か

ら
一
定
の
年
数
を
経
過
し
た
環
境

負
荷
の
大
き
い
自
動
車
に
つ
い
て

は
税
率
を
重
く（
重
課
）す
る「
自

動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
」
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
三
八
地
域
県
民
局

お

知
ら
せ

税
金

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

行
政
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
の
減
免
制
度 

お
よ
び
自
動
車
税
の
グ
リ
ー
ン
化
に
つ
い
て

県
税
部
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ

く
か
、県
税
・
市
町
村
税
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
（http:/w

w
w

.pref.
aom

ori.lg.jp/life/tax/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
三
八
地
域
県
民
局
県
税
部

　

納
税
管
理
課

☎
27

－

５
１
１
１

　

内
線
２
０
５
～
２
０
７
、３
５
６
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現
在
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
が
、
ほ
か
の
健
康
保

険
（
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
）
に

加
入
し
た
と
き
に
は
、
国
民
健
康

保
険
を
喪
失
す
る
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
職
場
の
健
康
保
険
な
ど

を
や
め
た
人
は
、
国
民
健
康
保
険

へ
の
加
入
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
（
職
場
の
健
康
保
険
を
任
意

で
継
続
す
る
人
、
別
の
健
康
保
険

に
加
入
で
き
る
人
は
不
要
）。

　

国
民
健
康
保
険
を
喪
失
す
る
、

加
入
す
る
と
い
っ
た
理
由
が
生
じ

た
日
か
ら
14
日
以
内
に
、
住
民
課

ま
た
は
川
内
・
浅
田
・
倉
石
・
各

支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
国
民
健
康
保
険
を
喪
失
す
る
と
き

①
国
民
健
康
保
険
証（
人
数
分
）

②
新
た
に
加
入
し
た
健
康
保
険

の
保
険
証
（
人
数
分
）

③
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

が
分
か
る
も
の

④
窓
口
に
来
る
人
の
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

⑤
印
鑑

※
喪
失
す
る
手
続
き
が
遅
れ
、
国

民
健
康
保
険
証
を
使
っ
て
診
療

を
受
け
た
場
合
、
国
民
健
康
保

険
で
負
担
し
た
医
療
費
は
返
還

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き

①
職
場
な
ど
の
健
康
保
険
の
資

格
喪
失
証
明
書

②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

が
分
か
る
も
の

③
窓
口
に
来
る
人
の
本
人
確
認

書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

　

④
印
鑑

※
加
入
の
手
続
き
が
遅
れ
た
場

合
、
保
険
税
は
、
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
理
由
の
生
じ
た

月
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

問
役
場
住
民
課

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
１
１
５

平
成
29
年
２
月
28
日

※
予
算
に
限
度
（
上
限
額
30
件

分
）
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
早

め
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

■
補
助
金
額

　

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
あ
た
り
４
万
円
。

た
だ
し
上
限
16
万
円
。

■
補
助
対
象
者

　

五
戸
町
に
自
ら
居
住
ま
た
は
居

住
す
る
予
定
の
住
宅
に
、
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
新
規
に
設

置
す
る
場
合
、
ま
た
は
設
備
付

き
新
規
住
宅
を
購
入
す
る
場
合

で
、
次
の
条
件
を
満
た
す
方
。

▽
電
力
事
業
者
と
電
力
供
給
に
関

す
る
契
約
を
締
結
す
る
方

▽
町
税
等
に
滞
納
の
な
い
方

■
補
助
対
象
設
備

▽
住
宅
の
屋
根
等
へ
の
設
置
に
適

し
た
太
陽
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
電

気
に
変
換
し
、
低
圧
電
配
電
線

と
逆
潮
流
あ
り
で
連
係
す
る
シ

ス
テ
ム

▽
シ
ス
テ
ム
単
価
が
１
キ
ロ
ワ
ッ

ト
あ
た
り
50
万
円
以
下
で
あ
る

こ
と

▽
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
変
換
効

率
基
準
等
が
Ｊ

－

Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
最

新
の
基
準
を
満
た
し
て
い
る
こ
と

▽
太
陽
電
池
の
最
大
出
力
が
10
キ

　

町
で
は
、
持
続
可
能
な
循
環
型

社
会
の
形
成
促
進
の
た
め
、
平
成

28
年
度
も
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ 

ス
テ
ム
を
導
入
す
る
方
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

■
募
集
期
間

平
成
28
年
４
月
１
日
～

ロ
ワ
ッ
ト
未
満
で
あ
る
こ
と

▽
財
団
法
人
電
気
安
全
環
境
研
究

所
の
行
う
太
陽
光
モ
ジ
ュ
ー
ル

認
証
を
受
け
て
い
る
も
の

▽
シ
ス
テ
ム
設
置
工
事
の
着
工

が
、
補
助
金
の
交
付
決
定
通
知

を
受
け
た
日
以
降
で
あ
る
こ
と

■
注
意
事
項

▽
交
付
決
定
前
に
工
事
着
手
し
た

も
の
、
既
設
・
中
古
設
備
は
補

助
の
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

▽
設
置
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
そ
の
他 

利
用
状
況
等
に
つ
い
て
の
ご
協
力

を
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

　

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、
五
戸
町
役
場
２
階
企
画
振

興
課
ま
で
直
接
持
参
下
さ
い
。

　
（
補
助
対
象
シ
ス
テ
ム
販
売
業

者
へ
手
続
き
の
代
行
を
依
頼
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）

■
書
類
様
式

　

五
戸
町
役
場
２
階
企
画
振
興

課
、
各
支
所
に
設
置
し
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

の
で
ご
利
用
下
さ
い
。

問
役
場
企
画
振
興
課

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
２
３
５

■
申
込
期
限

　

５
月
６
日
（
金
）

問
五
戸
町
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
62

－

２
１
１
１　

内
線
２
７
３

お

知
ら
せ

国
民
健
康
保
険
の
手
続
き

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム 

を

導

入

す

る

方

へ

農
地
の
買
い
手
募
集

① 大字浅水字音坂 36 － 2 田 635㎡
② 大字浅水字小田沢 23 － 5 田 453㎡
③ 大字浅水字小田沢 23 － 7 田 412㎡
④ 大字浅水字鳥内沢 1 田 1,804㎡
⑤ 大字倉石石沢字石沢後 152 田 1,904㎡
⑥ 大字倉石石沢字石沢後 153 田 2,815㎡

※買い手には農業経営面積等の条件
（あっせん基準）があります。
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◆図書館新着Books ◆
●開館時間　平日 10:00 ～ 19:00、土・日・祝日 9:00 ～ 17:00
● 5 月の休館日　2 日、9 日、16 日、23 日、30 日、31 日
●問い合わせ先　五戸町図書館　☎ 61 － 1040

【今月のおすすめ】
半夏生

（櫻井美知彦 / 著　KADOKAWA）
老いの身のつるべ落しの夏の日は君を想い
て今日もまた過ぐ 歌を通じて妻への想い
をつづる不器用な夫と、死を覚悟した妻が
過ごす最期の日々。91 歳の著者が手書き
で綴った、情熱の歌集。

コんガらガっちぬきあしさしあしすすめ！の本
（ユーフラテス / さく　小学館）
忍者に変身した「いぐら」が悪者の屋敷に
忍び込んだ。どの道をいけばいい ? 指で道
をたどってみよう ! NHK E テレ「ピタゴ
ラスイッチ」のスタッフが贈る、何通りも
楽しめる絵本。

■一般　■ヤングアダルト
社会人に必要な９つの力 （齊藤孝）
いっきに学び直す日本史（教養編・実用編） （安藤達朗）
京都ぎらい （井上章一）
ぜんぶわかる認知症の事典 （河野和彦）
ぬか漬けの基本　はじめる、続ける。 （山田奈美）
徹底ガイド！北海道新幹線まるわかりＢＯＯＫ（マナビイ出版）
金田一秀穂の心地よい日本語 （金田一秀穂）
臣女 （吉村萬壱）
女たち三百人の裏切りの書 （古川日出男）
カエルの楽園 （百田尚樹）

■児童
真田昌幸 （加来耕三）
マツの絵本 （福田健二）
ツバメ観察記 （孝森まさひで）
にっこり！キュートなおべんとう （Goma)
大研究お米の図鑑 （本林隆）
日本のおりがみ１２か月 （山口真）
図書館脱出ゲーム（上・下） （クリス・グラベンスタイン）
アーロと少年 （KADOKAWA）
ぎょうれつのできるレストラン （ふくざわゆみこ）
クルツのごきげんしゃしんかん （加藤晶子）

【問合せ先】
　公益財団法人五戸町スポーツ振興公社
　五戸町スポーツクラブ
　☎ 62 － 2301　FAX 62 － 2365

ごのへ★スポーツナビゲーション【五戸ちゃんねる】
～5月の見どころ（予定）～

●青森県立五戸高等学校生徒会執行部リーダー研修会
　 平 成 28 年 3 月 29 日（ 火 ）
に行われた五戸高校生徒会執行部
の研修会の様子をお伝えします。
高校生がイベントの企画運営に
ついて役場職員からレクチャー
を受けました。

※ 4月 12日時点の情報です。
※番組名は全て仮称です。また、
番組内容は予告なく変更する場
合がありますので、テレビ番組
表（五戸ちゃんねる 11ch）にて
ご確認ください。

　“五戸ちゃんねる”(11ch) は五
戸ケーブルテレビにご加入の全て
の方々に無料で提供しています。
　五戸ケーブルテレビは加入者全
員から集める利用料でその施設の
維持管理を行っております。
　五戸ケーブルテレビの運営につ
いて、ご理解とご協力をお願いし
ます。
　なお、ケーブルテレビ利用料に
はNHK受信料（地上契約または衛
星契約）・BS受信料等は含まれて
おりません。各自で受信料の契約・
お支払いをお願いいたします。

★健康体操教室参加者募集
　春、新たなスタートをきる季節。日頃運動不足と感じている方や、健康増進を図りたい方、簡単な運
動から始めてみませんか？
　公社・スポーツクラブでは、下記教室を実施いたします。事前申し込みは必要ありませんので、お気
軽にご参加ください。
　なお、今年度は隔週金曜日に、体力測定やバランスボールを用いた運動など、新たな教室も実施予定です。

教室名

リフレッシュ健康体操教室 座ってらくらく体操教室
[ かんたん健康体操 ] [ スクエアステップ体操 ]

内　容

　簡単なエアロビクスや
筋力トレーニング等を行
います。
　運動不足解消や老化予
防など、健康増進を図り
たい人におススメです。

　マス目を使い、いろい
ろなステップを踏む運動
をします。「歩く脳トレ」
とも呼ばれ、転倒予防や
認知機能向上にも効果的
です。

　足腰に負担をかけずに
椅子に座ったまま、簡単
な運動をします。
　年配の方や、体力に自
信のない方におススメで
す。

日　時
【毎週】火曜日
13：30 ～ 14：30

※初回　5 月 10 日

【隔週】金曜日
13：30 ～ 14：30

※初回　5 月 13 日

【毎週】木曜日
10：30 ～ 11：30

※初回　5 月 12 日
会　場 町立公民館　体育センター 町立公民館　ストレッチルーム 町立公民館　小ホール
対　象 18 歳以上の方
参加料 1 回　100 円
持ち物 室内シューズ、タオル、飲料水をご持参ください。

※教室についての問合せは、公民館ではなく、下記へお願いします。

★5月休館日
　五戸ドーム：6 日、11 日、18 日、25 日

※ 4 日（水）は通常営業、6 日（金）が振替休館日となります。
　倉石スポーツセンター：18 日
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町 の 人 口
（前月対比）

男 8,720 人 （－ 35）

女 9,417 人 （－ 46）

総人口 18,137 人 （－ 81）

世帯数 7,052 世帯（－ 3）

平成 28年 4月 1日現在

   

こ
ん
に
ち
は
。
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
鳥
谷
部
で
す
。
先
月
の
こ

の
コ
ー
ナ
ー
で
は
「
ひ
な
人
形
」

に
関
す
る
話
題
で
し
た
の
で
、
今

月
は
５
月
５
日
の
「
子
供
の
日
・

端た
ん
ご午
の
節
句
」
に
ま
つ
わ
る
話
題

を
お
届
け
し
ま
す
。　

　　

端
午
の
節
句
で
は
子
供
の
成
長

を
願
っ
て
、
鯉
の
ぼ
り
や
五
月
人

形
を
飾
り
ま
す
よ
ね
。
さ
て
こ
の

五
月
人
形
は
、
武
士
の
家
庭
で
鎧よ

ろ
い

兜か
ぶ
と

を
飾
っ
た
こ
と
か
ら
来
て
い
る

風
習
の
よ
う
で
す
。
身
の
安
全
を

願
っ
て
神
社
に
お
参
り
す
る
と
き

に
、
鎧
や
兜
を
奉
納
す
る
し
き
た

り
に
由
来
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

武
将
に
と
っ
て
鎧
兜
の
身
を
守

る
大
切
な
お
守
り
で
あ
り
、
自
身

の
精
神
的
な
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る

大
切
な
宝
物
で
し
た
。

　　

八
戸
市
の
八
幡
に
あ
る
櫛く
し
び
き引
八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

に
は
鎧
が
３
領り

ょ
う

（
鎧
冑
は
数

の
単
位
が
領
！
初
耳
！
）
納
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
八
幡
は
戦
の
神
様

で
も
あ
り
ま
し
た
。

　　

そ
の
甲
冑
を
若
い
時
に
目
の
当

た
り
に
し
、
い
つ
か
自
分
で
も
作

り
た
い
！
と
町
内
在
住
の
根
市
隆

さ
ん
は
考
え
ま
し
た
。
そ
し
て
甲

冑
に
関
す
る
様
々
な
資
料
を
研
究

し
、
鎧
冑
の
精
巧
な
レ
プ
リ
カ
を

制
作
し
ま
し
た
。

　

根
市
さ
ん
は
櫛
引
八
幡
宮
の
鎧

以
外
に
も
、
大
小
含
め
７
領
を
制

作
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
お
宅
に

伺
い
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

原
寸
大
で
作
ら
れ
て
い
る
の
で
、

と
に
か
く
迫
力
が
す
ご
い
で
す
！

　

実
際
の
鎧
冑
は
鉄
等
で
作
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
根
市
さ
ん
の
鎧
冑

は
Ｆ
Ｒ
Ｐ
と
い
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

等
で
制
作
し
て
い
ま
す
。

　

甲
冑
の
袖
や
太
も
も
部
分
は
、

細
か
い
部
品
を
一
つ
一
つ
紐
で
繋

ぎ
合
わ
せ
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
根

市
さ
ん
の
鎧
冑
の
ひ
も
も
自
ら
編

ん
だ
お
手
製
で
す
。
買
う
と
、
と

て
も
高
価
な
も
の
な
の
で
編
む
こ

と
に
し
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
頭
部
全
面
に
規
則
正
し
く

小
さ
な
突
起
が
幾
つ
も
付
い
て
あ

る
冑
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
作
り

方
を
聞
く
と
、
市
販
さ
れ
て
い
る

焼
き
鳥
の
串
を
何
種
類
も
集
め
、

下
か
ら
上
ま
で
の
突
起
の
太
さ
を

少
し
ず
つ
変
え
て
い
る
と
か
。

　

１
領
の
制
作
時
間
は
約
１
年
。

仕
事
の
合
間
に
時
間
を
見
つ
け
て

制
作
し
た
そ
う
で
す
。
鎧
冑
を
研

究
し
て
自
ら
作
る
と
、
先
人
の
技

術
の
高
さ
が
わ
か
る
と
お
話
し
て

い
ま
し
た
。　

　　

根
市
さ
ん
制
作
の
櫛
引
八
幡
宮

所
蔵
の
鎧
冑
２
領
は
、
来
月
5
日

（
木
）
ま
で
五
戸
会
館
の
ロ
ビ
ー

で
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
近
く
で
見
る
と
繊
細
な

作
り
に
思
わ
ず
見
入
っ
て
し
ま
い

ま
す
よ
。
ま
た
、
同
ロ
ビ
ー
内
で

は
根
市
さ
ん
が
制
作
し
た
大
き
な

五
重
の
塔
も
展
示
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
、
端
午
の
節
句
に
向
け
て

ご
覧
に
な
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

■
新
入
学
児
童
に
文
具
セ
ッ
ト

■
訂
正
と
お
詫
び

　

五
戸
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
（
概
要
版
）
で
、

基
本
目
標
２
に
お
け
る
施
策
13
が

記
載
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

ま
た
、
基
本
目
標
１
に
お
い
て
雇

用
対
策
と
い
う
文
字
が
雇
対
策
用

と
誤
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

施
策
13
の
内
容
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

施
策
13　

多
世
代
交
流
支
援
事
業

［ 

具
体
的
な
施
策 

］

・ 

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の

交
流
を
と
お
し
て
、
郷
土
愛
を

育
む
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

・ 

地
域
の
魅
力
の
再
発
見
と
魅
力
を

全
国
に
発
信
さ
せ
る
こ
と
で
、
大

人
に
な
っ
て
も
住
み
続
け
た
い
と

い
う
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

　

謹
ん
で
お
詫
び
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
訂
正
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

10
万
円
貯
ま

る
本
の
寄
付
で
、

新
入
学
児
童
に

文
具
セ
ッ
ト
を

贈
呈
し
ま
し
た
。



五戸ケーブルテレビについてのお知らせ

①ケーブルテレビ利用料の納入期限は５月末日です。

②ケーブルテレビ設備の移転・脱退は加入者負担が発生します。

③ケーブルテレビ利用料の納め忘れにご注意ください。

④利用料の免除について

ケーブルテレビに関するお問い合わせについて

　ケーブルテレビ利用料の支払方法は、原則として５月末日を納入期限とし、口座振替でのお支払いと
なります。まだ口座振替の手続きをされていない方は、最寄りの指定口座の金融機関で早めに手続きを
お願いいたします。
※手続きには日数を要するため、口座振替が間に合わない場合があります。手続きをさ
れても納付書兼利用料決定通知書が届いた場合は、大変お手数ですが納付書兼利用料
決定通知書での納付をお願いいたします。

【ケーブルテレビ利用料の算出方法】
　引込１件につき、年間 3,600 円（月額 300 円）：年度額一括先払い
※中途加入については月割りにて利用料を算出し、役場庁舎・各支所などにおいて納付
書で納付することとなります。

　新築（建替え）やリフォームなどにより光ケーブル設備を一時的に取り外す必要がある場合、若しく
は取壊しなどにより光ケーブル設備を撤去する場合には、役場企画振興課への届け出が必要となります。
　また、各工事には加入者負担（新設：６万円程度、移転：８～１５万円程度、撤去：３万円程度
※工事条件により変動）が発生します（工事費の２／３）ので、光ケーブル設備の加入・移転・脱退を
お考えの方は、加入者負担をご了承の上、役場企画振興課へ届け出をしてください。
　　　　例）【移転】移設工事費が１４９, ０４０円の場合　⇒　加入者負担 9 ９, ３６0 円
　　　　　　【脱退】撤去工事費が　４１, ０４０円の場合　⇒　加入者負担 ２７, ３６０円

　ケーブルテレビ利用料は視聴料としてのお支払いではなく、光ケーブルや放送設備の維持管理を含め
た利用料として、加入者の皆さまよりお支払いいただくものです。
　ケーブルテレビ利用料を納期限より３か月以上経過しても納付されない場合には、利用停止などを
受けることもありますので、納め忘れなどにご注意ください。
※口座振替の再振替は実施しておりませんので、残高不足にご注意ください。
また、振替できなかった場合は、役場庁舎・各支所などにおいて納付書で
納付することとなります。

※納付方法については、５月上旬頃に加入者の皆さまへ郵送します『五戸ケー
ブルテレビ利用料決定通知書（はがき型）』をご確認ください。

※口座振替のお手続きをされていない方への利用料決定通知書は、納付書を
兼ねた様式です。決定通知書が届きましたら、内容を確認し切り離さず
そのまま金融機関等にお持ちのうえ、納付してください。口座振替のお手
続きをされた方には、利用料決定通知書（口座振替のお知らせ）が届き
ます。

　生活保護などの公的扶助を受けている世帯などの利用料は、次の条件を満たすことで免除となります。
◇「町民税非課税世帯」であること…前年度の町民税について、設備を利用している建物等の世帯全員
が非課税である世帯

●ケーブルテレビの申込みや移転、休止、脱退、利用料等　各種問い合わせ先
五戸町役場　企画振興課　☎0178－ 62－ 2111（受付時間：平日の午前８時15分～午後５時）

●ケーブルテレビが映らない・受信状況が悪いなどの連絡先
ケーブルテレビ保守受付　※五戸ケーブルテレビ専用の保守連絡先（フリーダイヤル）です。
　　　　　　　　　　　　※深夜等、ただちに修理業者を派遣できない場合がありますのでご了承ください。

☎ 0120 － 506 － 016（受付時間：24 時間 365 日）



行事についてのお問い合わせ先　五戸町役場　☎ 62-2111

「くらし」と「しごと」五戸町無料相談会
■日にち　5月 20 日（金）、6月 17 日（金）

■相談時間　13：00 ～ 16：00 の間

■会場　五戸町社会福祉協議会
※ご不明点などは、下記相談窓口まで、お気軽にお問い合わせください。
　事前にご予約いただければ、待たずに、確実に、ご相談できます。

問三戸地域自立相談窓口　☎ 0178 － 51 － 8755

日 記念日等 行事等

17 火 10 か月児健康相談（平成 27 年 6 月・7 月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

18 水

19 木 食育の日
● とことん元気教室（石沢地区） 9：30 ～ 11：30 石沢地区公民館

● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

20 金
● トコトコ教室（川内地区） 9：30 ～ 11：30 瑞穂館

● とことん元気教室（又重地区） 9：30 ～ 11：30 倉石温泉

21 土

22 日

23 月 キスの日
Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室

麻しん・風しん混合予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

24 火 ● 行政相談 13：00 ～ 15：00 町立公民館

25 水 四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

26 木 ● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

27 金
● トコトコ教室（豊間内地区） 9：30 ～ 11：30 豊間内地区コミュニティセンター

4 か月児健康診査（平成 28 年 1 月生） 12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

28 土

29 日 こんにゃくの日

30 月 Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室

31 火 世界禁煙デー 2歳6か月児健康相談（平成25年10月・11月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

今月の納期

納期限5月31日（火）
軽自動車税 第全期

固定資産税 第1期
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5 月

日 記念日等 行事等

1 日 県民交通安全の日

2 月

3 火 憲法記念日

4 水 みどりの日

5 木 こどもの日

6 金 ゴムの日 ● トコトコ教室（浅田地区） 9：30 ～ 11：30 浅水活性化センター

7 土

8 日

9 月
Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室

四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

10 火 ● 行政相談 9：00 ～ 12：00 倉石コミュニティセンター

11 水
ポリオ（小児マヒ）予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

三種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

12 木
● 移動図書館巡回日 9：00 ～ 12：00 地区巡回

● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

13 金
● トコトコ教室（旧町内地区） 9：30 ～ 11：30 五戸町立公民館

1歳6か月児健康診査（平成26年10月・11月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

14 土 ● おはなし会 14：00 ～ 15：00 図書館

15 日 高齢者交通安全の日

16 月
● とことん元気教室（中市地区） 9：30 ～ 11：30 五戸町保健福祉センター

ＢＣＧ予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

月間メモ
■土地・家屋価格等縦覧帳簿の縦覧期間

　　　　　　　　～ 5/31　役場税務課

毎年 1 回　健診を受けましょう！
～特定健診・がん検診等の実施日～

5月 9・12・23・24日

6月 1・2・14・15・16日

7月 11・12・13・19・20・21日
申し込みは役場福祉保健課へ

☎62－7958（直通）
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青森県民スポーツ・レクリエーション祭
　誰でも参加できるスポーツ・レクリエーションの祭典が、県内各地で 34種目が開催されます。
■五戸町開催種目　武術太極拳
■日時　7月 3日（日）9時受付
■会場　倉石スポーツセンター
■申込期限　平成 28年 6月 8日（水）
■申込先　五戸町太極拳協会（池田）　☎ 0178 － 62 － 5885
※他種目を含む詳細については、青森県ホームページをご覧ください。
　http://www.pref.aomori.lg.jp/bunka/sports/9th-kenmin-sporec-fes.html

日 記念日等 行事等

1 水 県民交通安全の日

2 木 ● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

3 金 ● トコトコ教室（浅田地区） 9：30 ～ 11：30 浅水活性化センター

4 土 虫の日

5 日

6 月 Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室

7 火 ● 特設人権相談 13：30 ～ 15：30 町立公民館

8 水
ポリオ（小児マヒ）予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院
三種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

● 読書会 13：00 ～ 15：30 図書館

9 木
● 移動図書館巡回日 9：00 ～ 12：00 地区巡回

● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課

10 金
● トコトコ教室（旧町内地区） 9：30 ～ 11：30 五戸町立公民館

3 歳児健康診査（平成 25 年 2 月・3 月生） 12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

11 土 ● おはなし会 14：00 ～ 15：00 図書館

12 日

13 月
Hot Center　あ・そ・ぼ 10：00 ～ 12：00 町立公民館　児童室

ＢＣＧ予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

14 火
● 行政相談 9：00 ～ 12：00 倉石コミュニティセンター

6 か月児健康相談（平成 27 年 10 月・11 月生）12：20 ～ 12：45 受付 旧五戸町地域保健センター

15 水 高齢者交通安全の日 四種混合〔ジフテリア・百日咳・破傷風・ポリオ〕予防接種 12：20 ～ 12：45 受付 五戸総合病院

16 木 ケーブルテレビの日 ● みんなの保健室 13：00 ～ 15：00 役場福祉保健課


